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Ⅰ 県南地域の概況
１ 地域の特性
県南地域は、福島県中通り地方の最南端に位置して、白河市、西白河郡及び東白川郡

の１市４町７村からなり、その面積は1,233.24㎢と県土の8.9％を占めています。
東部に阿武隈山系、西部に奥羽山系、南部に八溝山系があり、西白河郡西郷村の三本

槍岳に発源し地域のほぼ中央を北に流れる阿武隈川と、八溝山系を起点とし南東に流れ
る久慈川の各流域に沿って田園が広がり、清流と緑豊かな美しい源流の郷であります。
気候は、複雑な地形と山岳気候の影響により、西白河地方では比較的冷涼で気温が低

く、降雨量が多いのに対し、東白川地方は温暖で積雪も極めて少ないのが特徴です。
、 、 、 、東北自動車道 国道４号線 東北新幹線 東北本線という東日本の大動脈上に位置し

福島空港・あぶくま南道路（あぶくま高原道路）等幹線交通網の整備も進み、ますます
高速交通体系が充実されつつあります。
人口は、平成１７年４月１日現在で154,160人と県全体の7.3％を占めています。年齢

別では、年少人口比率が県全体より高く、老年人口比率は県全体より低いが東白川郡で
は県全体より上回っています。
人口の推移を平成１２年と平成７年の国勢調査の比較でみると、県全体では0.3％減

少しているのに対し県南地域では0.1％の微増となっています。
産業は、白河市及び西白河郡では安定した農業基盤に加えて、電気、機械等の製造業

を中心とした企業の立地により、第２次産業の占める割合が高くなっています。一方、
東白川郡では、山間部という地理的条件から、米、畜産、こんにゃくなどの特産物を中
心とした農業や久慈スギに代表される林業及び関連地場産業を基幹として発展してきま
したが、今日では他の地域同様に製造業が地域経済を牽引しています。就業者は、平成
１２年の国勢調査では78,580人で、県全体の7.4％を占めています。
県南地域は、上記のような自然的、社会的環境により 「栃木・福島地域」の一部と、

して首都機能移転先候補地に選定されるなどその優位性が高く評価されています。

６５歳以上 ７５歳以上

117.67 17,978 48,050 15.9 64.7 19.4 8.9 408.3

西郷村 192.32 6,065 19,390 16.9 66.6 16.5 7.8 31.5

表郷村 66.48 1,900 7,252 14.8 59.9 25.3 12.9 28.5

東村 40.38 1,562 5,996 16.2 61.5 22.3 11.9 38.6

泉崎村 35.40 1,888 6,889 15.3 63.3 21.4 10.6 53.3

中島村 18.91 1,329 5,323 17.2 62.1 20.7 10.0 70.2

矢吹町 60.37 5,844 18,704 13.9 64.3 21.7 10.0 96.8

大信村 80.77 1,198 4,798 15.9 60.8 23.4 12.2 14.8

計 494.63 19,786 68,352 15.6 63.7 20.6 10.1 40.0

棚倉町 159.82 4,856 15,882 16.0 60.6 23.4 11.7 30.3

矢祭町 118.22 1,956 6,783 13.5 56.4 30.1 15.9 16.5

塙町 211.60 3,221 10,696 14.1 56.6 29.3 15.2 15.2

鮫川村 131.30 1,100 4,397 14.7 56.0 29.3 15.3 8.3

計 620.94 11,133 37,758 14.9 58.2 26.9 13.8 17.9

1,233.24 48,897 154,160 15.5 62.7 21.8 10.6 64.0

13,782.54 714,346 2,096,406 14.8 62.8 22.4 10.9 152.1

管内市町村の人口概況

年少人口
０～１４歳

※注　調査期日は、｢面積」がH16.10.1 その他の項目がH17.4.1である。
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Ⅱ 県南保健福祉事務所の概況
１ 沿革

県では、平成１４年４月１日から、保健と福祉の連携を強化し、より良い行政サー
ビスを提供するため、従来の保健所と社会福祉事務所を統合し、３部７グループと棚

（ ） 。倉支所 旧県南保健所棚倉支所 で構成する県南保健福祉事務所として再編しました
さらに、児童相談体制の充実を図るため、各児童相談所の「相談室」を事務所内に設
置しました。
なお、保健福祉事務所は、地域保健法による保健所を兼ねています。

○県南社会福祉事務所
昭和26年 3月 社会事業法制定
昭和26年10月 東白川福祉事務所が東白川郡４町村を福祉地区として、また、西白河福

祉事務所が西白河郡7町村を福祉地区として設置されました。
昭和44年 4月 行政機構改革に伴い従来の福祉地区が統合され、白河社会福祉事務所が

設置されるとともに、出張所として東白川福祉事務所が置かれました。
昭和48年 4月 機構改革により、東白川福祉事務所の生活保護現業員が白河社会福祉事

務所に配置替えされ、東白川福祉事務所は福祉相談を主たる業務とする
事務所となりました。

平成 6年 4月 機構改革により、事務所の名称が白河社会福祉事務所から県南社会福祉
事務所に変更されました。また、東白川福祉事務所は廃止され、東白川
福祉相談コーナーとなりました。

平成14年 4月 社会福祉事務所と保健所の組織統合により、県南保健福祉事務所となり
ました。

○県南保健所
（旧白河保健所）
昭和19年 9月 白河市新蔵に元逓信省簡易保険相談所の施設一切を引き受け、西白河郡

一円を所管区域として白河保健所が設置されました。
昭和30年 8月 白河市字郭内127番地に新築移転しました。
昭和53年 7月 庁舎改築着工に伴い、白河市中町郵便局舎に仮移転しました。
昭和54年 7月 SRC造3階建て庁舎が落成、移転しました。
平成 9年 3月 地域保健法の施行に伴う保健所の再編統合により廃止されました。

（旧棚倉保健所）
昭和19年 9月 棚倉町大字棚倉字北町142番地に東白川郡及び石川郡一円を所轄地区と

して棚倉保健所が設置されました。
昭和23年 5月 石川保健所の設置に伴い、所管区域が東白川郡棚倉町外9町村となりま

した。
昭和29年 3月 棚倉町北町甲149番地に新築移転しました。
昭和58年 3月 棚倉町棚倉字城跡34番地1にSRC造2階建て庁舎を新築、移転しました。
平成 9年 3月 地域保健法の施行に伴う保健所の再編統合により廃止されました。

（県南保健所）
平成 9年 4月 地域保健法施行に伴う保健所の再編統合により、白河・棚倉両保健所が

統合され、白河市字郭内127番地に新たに県南保健所が、棚倉町棚倉字
城跡34番地1に県南保健所棚倉支所が置かれました。

平成14年 4月 社会福祉事務所と保健所の組織統合により、県南保健福祉事務所となり
ました。

○県南保健福祉事務所
平成14年 4月 社会福祉事務所と保健所の組織統合により、県南保健福祉事務所となり

ました。
平成15年 4月 旧県南保健所庁舎の改修完了に伴い、現在の同一庁舎内組織における執

行体制となりました。
、 、平成16年 4月 衛生検査体制の再編により 検査部門が衛生研究所県中支所に統合され

衛生推進グループ検査チームが廃止となりました。
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総務企画部
総 務 グ ル
ー プ

予算、財産管理、庶務、戦傷
病者等援護、日赤・共同募金

地 域 支 援
グ ル ー プ

企画調整、地域保健福祉、
統計、研修、民生・児童委員
法人監査

健康福祉部
保 健 福 祉
グ ル ー プ

高 齢 者 支 援
チ ー ム

介護保険、高齢者保健福祉
高齢社会対策、施設監査

児童家庭支援
チ ー ム

児童福祉、母子保健、女性
保護、一人親家庭支援、子
育て支援、施設監査

児童家庭相談
室

嘱託相談員による児童・母
子福祉相談対応（西白河郡）

所 長
東 白 川 福 祉
相談コーナー

嘱託相談員による児童・母
子福祉相談対応（東白川郡）

副 所 長
中央児童相談
所白河相談室

児童家庭相談、
児童虐待相談

障がい者支援
チ ー ム

身体障がい者福祉、知的障
がい者福祉、精神保健福祉
施設監査

生 活 保 護
グ ル ー プ

生活保護、施設監査

健 康 増 進
グ ル ー プ

健康づくり、難病、栄養指導
歯科保健、原爆被害者医療

生活衛生部
医 療 薬 事
グ ル ー プ

医 事 薬 事
チ ー ム

医事、薬事、献血、骨髄バン
ク、救急医療、医療監視

感 染 症 予 防
チ ー ム

結核、感染症、エイズ対策

衛 生 推 進
グ ル ー プ

環 境 衛 生
チ ー ム

生活環境衛生、水道施設指
導

食 品 衛 生
チ ー ム

食品衛生、営業施設の監視、
動物愛護

棚倉支所

難病、精神保健福祉、母子
保健、環境衛生、食品衛生
事務における東白川郡に係
る事務

3　組織機構図
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(平成17年4月1日現在)４ 健康危機管理緊急連絡網図

検査機関

対策本部長

県庁：健康増進Ｇ 福島県衛生研究所

所長

福島県衛生研究所県中支所遠藤幸男

副所長

藍原孝文

健康危機管理窓口

総務企画部 生 活 衛 生 部 棚倉支所長

長 長 菅野照彦

沼田和夫 田中義和
0248(22)5473感 染 症 、

食中毒､劇毒物

飲料水関係等医薬品関係等

発生情報健康福祉部 医 療 薬 事 Ｇ 衛 生 推 進 Ｇ

長 課長 課長

渡邉登志恵 橋本恵子 金田光市
0248(22)5479 0248(22)5486

【 】 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】総務 医療 記録 患者等調査 施設等調査 健康相談 災害弱者対策

主任主査 主任薬剤技 地 域 支 援 主任主査 主任主査 健康増進Ｇ 専門社会福

大野金男 師 Ｇ 伊藤伸史 志賀裕悦 祉主事課長 課長

江田ふみ子 西牧義男 七宮ひろみ 目黒信二

主 任 獣 医 主査 主任主査 専門保健技 主 任 獣 医 専 門 保 健 主任保健技

技師 鈴木 斉 引 地 ミ ヤ 師 技師 技師 師

小﨑元季 子 小野喜代子 我妻盛勝 橘智恵子 本間愛子

主 任 薬 剤 主 任 薬 剤 主 任 薬 剤 主任保健技 技師 主 任 保 健 主任保健技

技師 技師 技師 師 齋藤こずえ 技師 師

伊藤 隆 遊佐久乃 寺島聡美 角田春子 秦キミ子 佐々信子

主任技能員

※１異常事態の被害状況により当所全職員の対応体制となるほか、保健所長は 三瓶克彦

、 。必要な場合 健康衛生領域総括参事に他保健所職員の派遣要請を行います

※２上記事態の「緊急連絡網」以外の職員の連絡については、各組織の連絡網 薬剤技師

を活用して連絡しています。 濱本 香

※３休日及び夜間等時間外の緊急連絡網については、関係機関に周知しています。
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Ⅲ 第四次福島県保健医療計画「うつくしま保健医療福祉プラン２１」

県南地域保健医療福祉圏計画

「 」 、 、○ 第四次福島県保健医療計画 うつくしま保健医療福祉プラン２１ は 個人の尊重

連携・包括の視点など、８つの計画策定の視点に立ち、統合化された保健・医療・福

祉サービスを的確に提供できるよう、保健・医療・福祉の連携を図るための総合的な

（ ） 、 。計画 医療法で定められた医療計画を包含 として 平成1５年３月に策定されました

（計画期間は、平成15年度～平成22年度までの8か年）

○ 基本理念は 「安心して暮らし ともに生きる 健康福祉社会の実現」です。、

○ 重点施策の方向は、以下の＜８つの基本目標＞です。

Ⅰ 快適で健やかな生活の実現

Ⅱ 生涯にわたる健康づくりの推進

Ⅲ 健康を支える医療の充実

Ⅳ 誰もが安心して暮らせる福祉社会の推進

Ⅴ 妊娠・出産・子育て・子育ちを支える社会の推進

Ⅵ 高齢者が心豊かに暮らせる社会の推進

Ⅶ 障がい者が自立し社会参加できる社会の推進

Ⅷ 保健・医療・福祉のさらなる推進

○ 計画の進行管理及び評価

計画の着実な進展を図るため、代表的な指標（データ）により、現状を提示する

とともに、これらの指標により目標を明確化し、施策展開の中で毎年度、その推移

を点検・把握します。

○ 県南地域保健医療福祉圏計画

本計画の各論において、制度的事項や本県各地域に共通する保健・医療・福祉の

現状と課題及び施策の方向性を総合的に記載していることを受けて、県南地域保健

医療福祉圏計画においては、地域特性、地域課題を踏まえた地域に特徴的な施策に

ついて記載しています。

「主な進行管理指標」は以下の８つ項目を指標としました。

１ 食品等の安全性の確保

２ 子ども時代からの生活習慣病予防の推進及び薬物乱用の防止

３ 血液確保の推進

４ 地域福祉活動への支援・参加促進

５ 思春期・母子保健対策の推進

６ 介護・認知症予防対策及び認知症高齢者の支援の充実

７ 障がい者の在宅生活支援対策の推進

８ 保健・医療・福祉サービスの情報化の推進



第四次福島県保健医療計画「うつくしま保健医療福祉プラン２１」進行管理票（県南地域圏計画）

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 22年度

◎食品衛生教
室開催校数
（小学校対象）

県南 18校 24校 24校 24校 25校 25校

県南 3件 1件 1件 2件 2件以下 2件以下

県 19件 25件 24件 26件 15件以下 15件以下

◎分煙率（事
業所）

県南 57.0% 49.3% 78.5% 100%

◎未成年者の
喫煙率

県南

小６男子
18.9％
小６女子
 8.2％
中３男子
50.9％
中３女子
30.4％

中３男子
20．2％
中３女子
18．0％

0% 0%

県南 1,624名 1,608名 2,964名 2,899名 1,820名 2,276名

県 28,546名 31,375名 34,153名 38,482名 32,000名 40,000名

◎肥満傾向児
童の割合
（ローレル指数
160以上）

県南 9.1% 9.5% 10.2% 8.2% 7.1% 5.0%
16年度の数値は、前年
度より低下しました。

県南 83.5% 88.2% 87.6% 78.3% 100% 100%

県 94.4% 93.0% 96.6% 86.9% 100% 100%

県南 2ヶ所 3ヶ所 5ヶ所 ６ヶ所 10ヶ所 12ヶ所

県 36ヶ所 42ヶ所 49ヶ所 55ヶ所 76ヶ所 90ヶ所

県南 39.4 52.1 56.1 55.9

県 19.4 20.5 18.6 17.7

◎※献血目標
達成率

目標数値には、達成して
いませんが、着実に増加
しています。

１5年度の実績数値は、
高くなっています。

事業所別分煙率及び未成
年者の喫煙率について、平
成１６年度においては調査
未実施。

県南圏域での受講者数は、
既に目標数に達していま
す。

 ○小学校での食品衛生に
関する知識等の普及を実施
することで、小学生が衛生
習慣を習得する機会となる
ことが期待できます。
１３年度は、管内の小学校
数が５０校（現在は45校）で
ありました。
毎年度、管内小学校の半数
に対して教室開催すること
を目指していますが、16年
度は目標を達成しました。
 ○食中毒の発生件数は、
目標数値を達成していま
す。

※食中毒の発
生状況

進 行 管 理 指 標

※薬物乱用防
止スクール
キャラバン
カー、薬物乱
用防止教室受
講者数

Ⅲ保健・医
療・福祉にお
ける現状と課
題

主な項目
管理
区分

進行管理指標の実績評
価等

１　食品等の
安全性の確
保

２　子ども時
代からの生
活習慣病予
防の推進及
び薬物乱用
の防止

１６年度は前年度より１０
ポイント近く低下しまし
た。

３  血液確保
の推進

４　地域福祉
活動への支
援・参加促進

◎※市町村ボ
ランティアセン
ター設置数

５　思春期・
母子保健対
策の推進

◎※十代の人
工妊娠中絶実
施率（人口千
対）

減少傾向へ
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13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 22年度

進 行 管 理 指 標Ⅲ保健・医
療・福祉にお
ける現状と課
題

主な項目
管理
区分

進行管理指標の実績評
価等

県南
3,006人
（9.3%)

3,488人
（10.8%)

4,060人
（12.2%)

4,221人
（12.6%)

4,289人
（13.1%)

4,587人
（13.8%)

県
47,068人
（10.6%)

53,934人
（11.9%)

60,925人
（13.2%)

66,278人
（14.2%)

66,181人
（14.7%)

71,190人
（14.9%)

県南 0 0 1 1

県 2 4 7 8

◎精神障がい者
に対するホーム
ヘルプサービス
実施市町村数
(事業所指定数）
（累計）

県南 0
2
(2)

4
(5)

4
(5)

県南 3,200件 2,900件 9,566件 3,500件 5,600件

県 118,363件 387,435件 260,054件 288,757件 360,000件 580,000件

８  保健・医療
・福祉サービ
スの情報化の
推進

◎※県南保健
福祉事務所
ホームページ
アクセス件数

※要介護（要
支援）認定者
数
（認定率）１０月１
日現在第１号被保
険者に占める割
合

７  障がい者
の在宅生活
支援対策の
充実

◎精神障がい
者地域生活支
援センター数

６　介護・認知
症予防対策
及び認知症
高齢者の総
合的支援

目標値については
地域・在宅を重視し
た障がい者施策を
踏まえて検討します

（注）：◎は県南地域圏計画の進行管理指標
　　　　※は県計画の進行管理指標

毎年度見込みを上回っ
て推移しています。

精神障がい者地域生活
支援センター数及びホー
ムヘルプサービス実施市
町村数は、計画通り推移
しています。

１６年度のアクセス件数
は、前年度より大幅な増
加となりました。
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